
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明な支持基板上に、少なくともパターン化された色変換フィルタ層が積層され、その上
に平坦化層が形成され、前記平坦化層の上にパッシベーション層が形成され、このパッシ
ベーション層の上にパターン化された透明下部電極が形成され、この透明下部電極を覆う
ように有機発光層が積層され、この有機発光層の上に上部電極と封止部材とが形成されて
なる有機多色発光表示素子において、
前記透明下部電極同士の間に第２のパッシベーション層が形成されていることを特徴とす
る有機多色発光表示素子。
【請求項２】
前記第２のパッシベーション層が前記第１のパッシベーション層と同一材料から構成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の有機多色発光表示素子。
【請求項３】
前記第２のパッシベーション層が、前記平坦化層の上に形成されているパッシベーション
層と一体的に連続した層であることを特徴とする請求項２に記載の有機多色発光表示素子
。
【請求項４】
前記第２のパッシベーション層が、絶縁性無機化合物から構成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の有機多色発光表示素子。
【請求項５】
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前記絶縁性無機化合物が、酸化チタンまたは黒色ダイヤモンド様カーボンであることを特
徴とする請求項４に記載の有機多色発光表示素子。
【請求項６】
前記第２のパッシベーション層が絶縁性有機化合物からなる下層と絶縁性無機化合物から
なる上層とから構成されていることを特徴とする請求項１に記載の有機多色発光表示素子
。
【請求項７】
透明な支持基板上に、少なくとも色変換フィルタ層が積層されるとともに該層がパターン
化され、その上に平坦化層が形成され、前記平坦化層の上にパッシベーション層が形成さ
れ、このパッシベーション層にはパターン化した溝が形成され、この溝を埋めるようにし
て透明下部電極層が積層され、前記透明下部電極および該電極間のパッシベーション層を
覆うように有機発光層が積層され、この有機発光層の上に上部電極と封止部材とが形成さ
れていることを特徴とする有機多色発光表示素子。
【請求項８】
透明な支持基板上に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化
し、その上に平坦化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、この
パッシベーション層の上に透明下部電極層を積層するとともに該層をパターン化して透明
下部電極を形成し、この透明下部電極同士の間に第２のパッシベーション層を積層し、前
記透明電極および第２のパッシベーション層を覆うように有機発光層を積層し、この有機
発光層の上に上部電極と封止部材とを形成することを特徴とする有機多色発光表示素子の
製造方法。
【請求項９】
前記第２のパッシベーション層を前記第１のパッシベーション層と同一材料から構成する
ことを特徴とする請求項８に記載の有機多色発光表示素子の製造方法。
【請求項１０】
前記第２のパッシベーション層を絶縁性無機化合物から構成することを特徴とする請求項
８に記載の有機多色発光表示素子の製造方法。
【請求項１１】
前記絶縁性無機化合物として酸化チタンまたは黒色ダイヤモンド様カーボンを用いること
を特徴とする請求項１０に記載の有機多色発光表示素子の製造方法。
【請求項１２】
前記第２のパッシベーション層を絶縁性有機化合物からなる下層と絶縁性無機化合物から
なる上層とから構成することを特徴とする請求項８に記載の有機多色発光表示素子の製造
方法。
【請求項１３】
透明な支持基板上に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化
し、その上に平坦化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、この
パッシベーション層にパターン化した溝を形成し、この溝を埋めるようにして透明下部電
極層を積層し、前記透明下部電極および該電極間のパッシベーション層を覆うように有機
発光層を積層し、この有機発光層の上に上部電極と支持基板とを形成することを特徴とす
る有機多色発光表示素子の製造方法。
【請求項１４】
前記パッシベーション層を、絶縁性無機化合物から構成することを特徴とする請求項１３
に記載の有機多色発光表示素子の製造方法。
【請求項１５】
前記絶縁性無機化合物を、酸化シリコン、酸化アルミニウム、酸化チタン、酸化珪素、窒
化シリコン、および黒色ダイヤモンド様カーボンからなる群から選択することを特徴とす
る請求項１４に記載の有機多色発光表示素子の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、高精細で、耐環境性および生産性に優れた多色表示を可能とする有機多色発光
表示素子に関する。詳しくは、イメージセンサー、パーソナルコンピューター、ワードプ
ロセッサー、テレビ、ファクシミリ、オーディオ、ビデオ、カーナビゲーション、電機卓
上計算機、電話機、携帯端末機ならびに産業用の計器類等の表示部に用いて好適な有機多
色発光表示素子、特に色変換方式を用いた有機多色発光表示素子およびその製造方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、情報の多様化の進行に伴って、固体撮像素子をはじめとする、情報分野における表
示デバイスには「美・軽・薄・優」が求められ、さらに低消費電力・高速応答へ向けて活
発な開発が進められている。特に、高精細なフルカラー表示デバイスの研究、開発が広く
なされている。
【０００３】
周知のように、１９８０年の後半に、Ｔａｎｇらによって、有機分子の薄膜積層構造を有
した素子が印加電圧１０Ｖにおいて１０００ｃｄ／ｍ２ 以上の高輝度が得られる（有機エ
レクトロルミネセンス（以下有機ＥＬという））ことが報告（ Appl. Phys. Lett., 51,91
3 (1987)) されてから、有機ＥＬ素子に関して、その実用化に向けての研究が活発に行わ
れている。また、有機高分子材料を用いた同様の素子も活発に開発が進められている。
【０００４】
有機ＥＬ素子は、液晶表示素子に比べて、視野角依存性、高速応答性などの特性において
優れている。また、低電圧で高い電流密度が実現できるため、無機ＥＬ素子やＬＥＤに比
べて高い発光輝度と発光効率が期待できる。
【０００５】
有機ＥＬ素子の表示素子としての特徴は、（ｉ）高輝度と高コントラストを持つこと、（
ii）低電圧駆動と高い発光効率を持つこと、（ iii）高解像度を実現でき、（ iv）高い視
野性を有し、（ｖ）応答速度が速く、（ vi）微細化とカラー化が可能であること、（ ii）
軽さと薄さに優れていること、等の特徴を持っている。以上の点から、有機ＥＬ素子は、
「美・軽・薄・優」なフラットパネルディスプレイへの応用が期待されている。
【０００６】
すでにパイオニア株式会社によって車搭載用の緑色モノクロ有機ＥＬディスプレイが１９
９７年の１１月より製品化されており、今後は、多様化する社会のニーズに答えるべく、
長期安定性、高速応答性、多色表示、高精細なフルカラー表示が可能な有機ＥＬ多色表示
素子の実用化が急がれている。
【０００７】
有機ＥＬ多色表示素子のマルチカラーまたはフルカラー化の方法としては、赤、青、の三
原色の発光体をマトリクス状に分離配置し、それぞれ発光させる方法（特開昭５７－１５
７４８７号公報、特開昭５８－１４７９８９号公報、特開平３－２１４５９３号公報など
）がある。有機発光素子を用いてカラー化する場合、ＲＧＢ用の３種の発光材料をマトリ
クス状に高精細で配置しなくてはならないため、技術的に困難で、安価に製造することが
できない。また、３種の発光材料の寿命が異なるために、時間とともに色度がずれてしま
うなどの欠点を有している。
【０００８】
また、白色で発光するバックライトとカラーフィルターとを用い、三原色を透過させる方
法（特開平１－３１５９８８号公報、特開平２－２７３４９６号公報、特開平３－１９４
８９５号公報等）が知られているが、高輝度のＲＧＢを得るために必要な、長寿命かつ高
輝度の白色の有機発光素子が未だ得られていない。
【０００９】
発光体の発光を、平面的に分離配置した蛍光体に吸収させ、それぞれの蛍光体から多色の
蛍光を発光させる方法（特開平３－１５２８９７号公報等）も知られている。ここで開示
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されている、蛍光体を用いて、ある発光体から多色の蛍光を発光させる方法については、
ＣＲＴ、プラズマディスプレイらにも応用されている。
【００１０】
また、近年では、有機発光素子の発光域の光を吸収し、可視光域の蛍光を発光する蛍光材
料をフィルターに用いる色変換方式が開示されている（特開平３－１５２８９７号公報、
特開平５－２５８８６０号公報等）。この方式では、有機発光素子の発光色は白色に限定
されないため、より輝度の高い有機発光素子を光源に適用できる。青色発光の有機発光素
子を用いた色変換方式（特開平３－１５２８９７号公報、特開平８－２８６０３３号公報
、特開平９－２０８９４４号公報）では、発光青色光を、蛍光材料を用いて、緑色光や赤
色光に波長変換している。このような蛍光色素を含む蛍光変換膜を高精細にパターニング
すれば、発光体の近紫外光ないし可視光のような弱いエネルギー線を用いても、フルカラ
ーの発光型ディスプレイが構築できることになる。
【００１１】
色変換フィルターのパターニングの方法としては、（ａ）無機蛍光体の場合と同様に、蛍
光色素を液状のレジスト（光反応性ポリマー）中に分散させ、これをスピンコート法など
で成膜した後、フォトリソグラフ法でパターニングする方法（特開平５－１９８９２１号
公報、特開平５－２５８８６０号公報）や、（ｂ）塩基性のバインダーに蛍光色素または
蛍光顔料を分散させ、これを酸性水溶液でエッチングする方法（特開平９－２０８９４４
号公報）などがある。
【００１２】
一般的に、カラーディスプレイとして実用化する上で重要であるものは、精細なカラー表
示機能であるとともに、発光特性が長期的に安定であることである（機能材料、 Vol.１８
、 No. ２、９６～に記載）。しかし、有機ＥＬ素子は、一定期間駆動すると、電流－輝度
特性等の発光特性が著しく低下するという欠点を有する。
【００１３】
この発光特性の低下原因の代表的なものはダークスポットの成長である。このダークスポ
ットとは発光欠陥点のことである。
【００１４】
このダークスポットは、素子中の酸素や水分により、素子積層構成材料の酸化や凝集が生
じることによるものと考えられており、その成長は、通電中はもちろん、保存中にも進行
し、特に、（イ）素子の周囲に存在する酸素や水分により加速され、（ロ）有機積層膜中
に吸着物として存在する酸素や水分に影響され、（ハ）素子作製時の部品に吸着している
水分や製造時における水分の浸入にも影響されると考えられている。先に記載の長期安定
な発光特性を得るためには、ダークスポットの成長を充分に抑えることが必要である。
【００１５】
前述のように、色変換フィルターは、樹脂中に色変換用の色素を混合したものであり、ま
た、混合する色素の熱安定性の問題から、２００℃を超える温度での乾燥が行えない。し
たがって、塗液中に含有している水分や、パターン形成工程中に混入した水分が保持され
た状態で色変換フィルターが形成される可能性が高い。色変換フィルター内に保持された
水分、あるいは、保存もしくは駆動中に保護層を通じて封止領域内に達する水分が、ダー
クスポットの成長を促進する要因となる。
【００１６】
そこで、ダークスポットの成長を抑えるために、水分の除去が考えられるが、その乾燥手
段として素子内部空間内に乾燥剤として五酸化リンを配設して中空封止する方法（特開平
３－２６１０９１号公報）、さらに五酸化リンを含有する保護層および封止層を積層した
構造（特開平７－１６９５６７号公報）が提案されている。しかし、これらの方法では、
乾燥剤である五酸化リンが水分を吸収して、燐酸となり、有機積層体に悪影響を及ぼすこ
とがある。この他に、乾燥剤を含有した不活性液体を積層体上と気密容器内に充填させる
方法（特開平５－４１２８１、９－３５８６８号公報）、感圧接着剤を用いた方法（ＵＳ
Ｐ－５．３０４．４１９）が、提案されているが、十分な解決を得るに至っていない。
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【００１７】
このように、有機多色発光表示素子の長期安定な発光特性を得るためには、ダークスポッ
トの成長を充分に抑えることが必要である。
【００１８】
図５は、ダークスポットの発生を抑制することを考慮した従来の色変換方式の有機多色発
光表示素子の積層構造の一例を示すものである。図に示すように、透明な支持基板５１の
上に、３原色のカラーフィルタ層（５２Ｒ，５２Ｇ，５２Ｂ）および色変換層（５３Ｇ，
５３Ｂ）が配列されている。青色に関して色変換層を設けることも可能であるが、一般的
にはカラーフィルタ層を設けることで充分である。各色の色変換フィルタ層（カラーフィ
ルタ層および色変換層の総称）の間にブラックマスク５４が設けられ、色変換フィルタ層
およびブラックマスクを覆って、色変換フィルタ層の保護および平坦化のために、平坦化
層５５が設けられている。この平坦化層５５の上には、前記色変換フィルタ層からの水分
や酸素の発光部側への侵入を抑制するために、パッシベーション層５６が積層されている
。このパッシベーション層５６の上に、透明下部電極５７、有機ＥＬ発光層５８および上
部電極５９を含む有機ＥＬ発光素子が形成され、さらにその上に封止部材として支持基板
６０が形成されて、色変換方式の有機多色発光表示素子が得られている。透明下部電極５
７および上部電極５９は、それぞれ所定の間隔で離隔されたラインパターンに形成され、
これらのラインパターンは互いに直交する方向に延びるように形成される。なお、透明下
部電極５７の間隙にはポリイミド樹脂などを用いた平坦化層が形成される場合もある。ま
た、前記支持基板６０の代わりに薄膜を形成して封止目的を達成する構成もあり、必ずし
も、封止部材として支持基板６０を用いるとは限らない。
【００１９】
図５に示したように、従来の色変換方式の有機多色発光表示素子では、有機ＥＬ発光層５
８および透明下部電極５７の下側には、パッシベーション層５６が形成され、その下にカ
ラーフィルタ層５２および色変換層５３が配設されている。
前述のように、カラーフィルタ層５２および色変換層５３は、それぞれ樹脂中にフィルタ
用色素または色変換用色素を混合したものであり、また、色変換層には２００℃を超える
温度での乾燥が実施できないことから、塗液中に含有している水分や、パターン形成工程
中に混入した水分が保持された状態でカラーフィルタ層５２および色変換層５３が形成さ
れる可能性が高い。カラーフィルタ層５２および色変換層５３内に保持された水分は、素
子の保存もしくは駆動中に有機ＥＬ発光層５８に達し、発光層５８におけるダークスポッ
トの成長を促進する要因となる。このような水分の有機発光層５８への侵入を前記パッシ
ベーション層５６によって遮断し、発光層５８にダークスポットが発生するのを防止して
いる。
【００２０】
ところが、このような構造の表示素子においても、経時的にダークスポットが発生し、成
長することが判明した。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述の問題に鑑みてなされたものであり、有機多色発光表示素子における特性
低下の原因となる水分の発光部への侵入を防止し、長期にわたって安定した発光特性を維
持する有機多色発光表示素子を実現し、提供することを課題とする。
【００２２】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、図５に示した従来の有機多色発光表示素子に経時的にダークスポットが発
生してしまう原因を鋭意探求したところ、以下のような現象が生じていることを知るに至
った。
【００２３】
図５に示す構造の素子を多数作成し、それらをエージング試験にかけ、ダークスポットが
発生した時点で、その発生状態を測定した。その結果、ダークスポットは、透明下部電極
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５７と隣接する他の透明下部電極５７との間の発光層領域に主に発生しており、透明電極
５７の上の発光層領域には、発生しにくいことが、判明した。
【００２４】
このようなダークスポットの発生領域に選択性があることの原因をさらに追求したところ
、透明下部電極５７には、ＩＴＯやＩＺＯなどの無機材料から構成されており、これらの
材料は、水分を透過させにくい特性、すなわち、その下部に積層されているパッシベーシ
ョン層５６と同程度のパッシベーション特性を有しているため、この透明下部電極５７の
上部の発光層領域は、単純に述べると、他の領域に比べて約２倍の水分遮断特性により保
護されていることが、判明した。
【００２５】
また、透明下部電極間に平坦化層が形成されている場合でも、この平坦化層のの上部の発
光領域には、経時的にダークスポットの発生が見られた。これは、平坦化層を構成するポ
リイミド樹脂などの材料にパッシベーション特性がないためであると、考えられた。
【００２６】
そこで、透明下部電極間に、下部のパッシベーション層５６と同程度のパッシベーション
特性を有する絶縁性の材料を積層した素子試料を作成し、エージング試験にかけてみたと
ころ、ダークスポットの発生および成長は、観察されなかった。
【００２７】
本発明は、かかる知見に基づいてなされたもので、本発明に係る有機多色発表示素子は、
透明な支持基板上に、少なくともパターン化された色変換フィルタ層が積層され、その上
に平坦化層が形成され、前記平坦化層の上にパッシベーション層が形成され、このパッシ
ベーション層の上にパターン化された透明下部電極が形成され、この透明下部電極を覆う
ように有機発光層が積層され、この有機発光層の上に上部電極と封止部材とが形成されて
なる有機多色発光表示素子において、前記透明下部電極同士の間に第２のパッシベーショ
ン層が形成されていることを特徴とする。
【００２８】
また、本発明に係る有機多色発光表示素子の製造方法の第１の構成は、透明な支持基板上
に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化し、その上に平坦
化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、このパッシベーション
層の上に透明下部電極層を積層するとともに該層をパターン化して透明電極を形成し、こ
の透明下部電極同士の間に第２のパッシベーション層を積層し、前記透明電極および第２
のパッシベーション層を覆うように有機発光層を積層し、この有機発光層の上に上部電極
と封止部材とを形成することを特徴とする。
【００２９】
また、本発明に係る有機多色発光表示素子の製造方法の第２の構成は、透明な支持基板上
に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化し、その上に平坦
化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、このパッシベーション
層にパターン化した溝を形成し、この溝を埋めるようにして透明下部電極層を積層し、前
記透明下部電極および該電極間のパッシベーション層を覆うように有機発光層を積層し、
この有機発光層の上に上部電極と封止部材とを形成することを特徴とする。
【００３０】
【発明の実施の形態】
前記本発明に係る有機多色発光表示素子において、前記第２のパッシベーション層が前記
第１のパッシベーション層と同一材料から構成されていてもよい。その場合の製造方法と
しては、第１のパッシベーション層を形成し、その上にパターン化した透明下部電極層を
形成し、この透明下部電極同士の間に第１のパッシベーション層を構成する材料と同一の
材料を積層する第１の方法と、色変換フィルター層の上の平坦化層の上に形成するパッシ
ベーション層を従来技術における該層の厚みより厚く、ほぼ従来のパッシベーション層と
その上に形成する透明下部電極層の合計厚み程度に、積層し、このパッシベーション層の
上部にパターン化した溝をほぼ従来の透明下部電極層の厚み程度の深さを持って形成し、
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この溝を埋めるように電極材料を積層することによって、透明下部電極同士の間にパッシ
ベーション層に連続した第２のパッシベーション層を得る第２の方法が、考えられる。
【００３１】
本発明の素子では、前記第２のパッシベーション層は、絶縁性無機化合物から構成する場
合と、絶縁性有機化合物からなる下層と絶縁性無機化合物からなる上層とから構成する場
合とが考えられる。
【００３２】
前記第２のパッシベーション層を構成する絶縁性無機化合物としては、酸化チタンまたは
黒色ダイヤモンド様カーボンが好適であるが、他の慣用の絶縁性無機化合物を使用可能で
ある。
【００３３】
また、前記平坦化層の上に形成するパッシベーション層としては、絶縁性無機化合物を用
いることができ、この絶縁性無機化合物としては、酸化シリコン、酸化アルミニウム、酸
化チタン、酸化珪素、窒化シリコン、および黒色ダイヤモンド様カーボンからなる群から
選択することが好ましい。
【００３４】
なお、前記第２のパッシベーション層の光学的特性としては、有機発光層からの光を透過
させないような特性を持っていることが好ましく、そのためには、屈折率が１．８以上で
あるか、黒色であることが、好ましい。
【００３５】
本発明において、表示光出射構造をトップエミッション構造とする場合、三原色に対応す
る色変換フィルタ層が積層される基板は、可視域において透明であることが必要であり、
例えば、ガラス、またはポリエステルなどのポリマーから作製することができる。
【００３６】
また、色変換フィルター層としては、カラーフィルター層単層で構成する場合と、色変換
層単層で形成する場合と、カラーフィルター層と色変換層との積層体にて構成する場合が
あり、これらを総称して色変換フィルター層と呼称される。
この色変換フィルター層に関しては、通常、緑色および赤色については、それぞれカラー
フィルタ層と色変換層との積層構造が用いられ、青色については、カラーフィルタ層のみ
が用いられる。
【００３７】
また、平坦化層としては、色変換フィルター上に平滑に塗膜を形成でき、色変換フィルタ
ーの機能を低下させない材料であればよく、例えば、イミド変性シリコーン樹脂、紫外線
硬化型樹脂としてエポキシ変性アクリレート樹脂、アクリレートモノマー／オリゴマー／
ポリマーの反応性ビニル基を有した樹脂、レジスト樹脂、ゾル－ゲル法により形成する無
機化合物膜、フッ素系樹脂等の光硬化型樹脂および／または熱硬化型樹脂を、挙げること
ができる。
【００３８】
さらに、透明下部電極としては、一般に、ＩＺＯまたはＩＴＯが用いられる。
透明下部電極に用いられるＩＺＯおよびＩＴＯは、高い仕事関数を有するため、通常は、
陽極として用いるのに適当であるが、陰極として用いる場合もある。透明下部電極を陰極
として用いる場合、透明下部電極と有機ＥＬ発光層との間に、仕事関数が小さい材料の層
を設けて、電子注入効率を向上させてもよい。この場合の仕事関数が小さい材料としては
、リチウム、ナトリウム等のアルカリ金属、カリウム、カルシウム、マグネシウム、スト
ロンチウムなどのアルカリ土類金属、またはこれらのフッ化物等からなる電子注入性の金
属、その他の金属との合金や化合物を用いることができる。電子注入効率を向上させるた
めには、１０ｎｍ以下の厚さの仕事関数が小さい材料の層があれば充分であり、かつ必要
とされる透明性を維持する観点からも好ましい。
【００３９】
本発明の有機多色発光表示素子においては、有機ＥＬ発光層は、少なくとも有機発光層を
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含み、必要に応じて、正孔注入層、正孔輸送層、電子輸送層、および／または電子注入層
を介在させた構造を有する。具体的には、下記のような層構成からなるものが採用される
（ただし、陽極は有機発光層または正孔注入層に接続され、陰極は有機発光層または電子
注入層に接続される）。
（１）有機発光層
（２）正孔注入層／有機発光層
（３）有機発光層／電子注入層
（４）正孔注入層／有機発光層／電子注入層
（５）正孔注入層／正孔輸送層／有機発光層／電子注入層
（６）正孔注入層／正孔輸送層／有機発光層／電子輸送層／電子注入層
【００４０】
上記各層の材料としては、公知のものが使用される。青色から青緑色の発光を得るために
は、有機発光層中に、例えば、ベンゾチアゾール系、ベンゾイミダゾール系、べンゾオキ
サゾール系などの蛍光増白剤、金属キレート化オキソニウム化合物、スチリルベンゼン系
化合物、芳香族ジメチリディン系化合物などが好ましく使用される。また、電子注入層と
しては、キノリン誘導体（たとえば、８－キノリノールを配位子とする有機金属錯体）、
オキサジアゾール誘導体、ペリレン誘導体、ピリジン誘導体、ピリミジン誘導体、キノキ
サリン誘導体、ジフェニルキノン誘導体、ニトロ置換フルオレン誘導体などを用いること
ができる。
【００４１】
また、有機ＥＬ発光層の上に形成される上部電極は、パッシブマトリクス駆動を行うため
に、所定の間隔で離隔されたラインパターンに形成され、そのラインパターンは前記透明
下部電極のラインパターンとは直交する方向に延びる。このように形成することにより、
透明下部電極のラインパターンの１つと上部電極のラインパターンの１つとに電圧を印加
した際に、それらの交差する部分の有機ＥＬ発光層を発光させることが可能となる。
【００４２】
上部電極は、有機ＥＬ発光層に対するキャリア注入性が高いこと、かつ有機ＥＬ発光層に
おける発光を基板側に反射することが求められる。上部電極を陽極として用いる場合、ホ
ール注入性を向上させるために仕事関数の大きい材料により上部電極を形成する。適当な
材料は、ＩＴＯまたはＩＺＯのような透明導電性酸化物を含む。この場合には、上部電極
の上に反射性金属層（例えば、Ａｌなど）を設けて、有機ＥＬ発光層の発光を基板に向か
って反射させることが好ましい。
上部電極を陰極として用いる場合、電子注入性を付与するために仕事関数が小さい材料に
より上部電極を形成する。適当な材料は、リチウム、ナトリウム等のアルカリ金属、カリ
ウム、カルシウム、マグネシウム、ストロンチウム等のアルカリ土類金属、またはこれら
のフッ化物等からなる電子注入性の金属、その他の金属との合金あるいは化合物を含む。
必須ではないが、この場合も、上部電極の上に反射性金属層（例えば、Ａｌなど）を設け
ることにより反射性を増大させてもよい。
【００４３】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照して説明する。
【００４４】
図１は、本発明に係る有機多色発光表示素子の概略断面構成図である。図中、図５に示し
た構成要素と同一構成要素には同一符号を付して説明を簡略化する。
【００４５】
本発明に係る有機多色発光表示素子の特徴は、パッシベーション層５６の上に形成されて
いるパターン化透明下部電極５７同士の間に第２のパッシベーション層７０が形成されて
いる構成にある。
【００４６】
その他の構成については、従来の構成と同等であり、形成する方法も同様であるので、そ
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れらの説明は省略する。なお、前述したように、封止部材として用いる支持基板６０の代
わりに薄膜を形成して封止目的を達成する構成もあるので、本発明においても、必ずしも
、封止部材として支持基板６０を用いるとは限らない。
【００４７】
本発明の特徴である第２のパッシベーション層５７の製造方法としては、以下の２つの方
法が考えられる。
【００４８】
第１の方法は、図２に示すように、従来の方法で第１のパッシベーション層５６を形成し
た後、その上に透明下部電極層を形成し、その上にフォトレジストマスク８０をパターン
に形成し、フォトリソグラフィー法によりエッチングして透明下部電極５７を形成する。
その後、前記マスク８０を利用して、パッシベーション材料をスパッタリング法により堆
積させる。電極５７間をスパッタリング材料にて埋めることができたら、前記マスク８０
とその上のパッシベーション堆積層を除去（リフトオフ）する。その結果、電極５７間に
第２のパッシベーション層７０が形成される。その後、従来と同様に、有機発光層５８、
上部電極層５９、および支持基板６０を形成する。
【００４９】
第２の方法は、まず、図３に示すように、従来の方法で仮のパッシベーション層として従
来のパッシベーション層より厚く形成する。このパッシベーション層５６ａの厚みは、図
５に示した従来のパッシベーション層５６とその上に形成する透明下部電極層５７の合計
厚みと同じとする。このパッシベーション層５６ａの上部にフォトレジストマスク８１を
パターンに形成し、フォトリソグラフィー法によりエッチングして、図４に示すように、
透明下部電極を積層するためのパターン溝８２を形成する。その後、前記マスク８１を利
用して、ＩＴＯやＩＺＯなどの電極材料をスパッタリング法により堆積させる。溝８２内
を電極材料にて埋めることができたら、前記マスク８２とその上の電極材料堆積層を除去
（リフトオフ）する。その結果、透明下部電極５７が形成されるとともに、この透明下部
電極５７間に第２のパッシベーション層７０ａが形成される。この第２のパッシベーショ
ン層７０ａはその下部のパッシベーション層５６ａとの連続体であり、当然同一材料から
構成されている。その後、従来と同様に、有機発光層５８、上部電極層５９、および支持
基板６０を形成する。
【００５０】
前記方法では、第２のパッシベーション層５７は単層として説明したが、絶縁性有機化合
物からなる下層と絶縁性無機化合物からなる上層とから構成してもよい。この場合、下層
の有機化合物層によって主に絶縁性が維持され、下層の無機化合物によってパッシベーシ
ョン特性を確保することができる。そして、この構造を採用すれば、無機化合物膜がピン
ホールを生じやすいのを補償することが可能となる利点が得られる。
【００５１】
前記第２のパッシベーション層７０を構成する絶縁性無機化合物としては、酸化チタンま
たは黒色ダイヤモンド様カーボンが好適であるが、他の慣用の絶縁性無機化合物を使用可
能である。
【００５２】
また、前記平坦化層の上に形成するパッシベーション層５６，５６ａとしては、絶縁性無
機化合物を用いることができ、この絶縁性無機化合物としては、酸化シリコン、酸化アル
ミニウム、酸化チタン、酸化珪素、窒化シリコン、および黒色ダイヤモンド様カーボンを
用いることができる。
【００５３】
また、第２のパッシベーション層７０を、有機化合物からなる下層と無機化合物からなる
上層とから構成する場合、有機化合物としては、ポリイミド樹脂などの慣用の絶縁性ポリ
マーを用いることができる。
【００５４】
なお、前記第２のパッシベーション層７０の光学的特性としては、有機発光層からの光を
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透過させないような特性を持っていることが好ましく、そのためには、屈折率が１．８以
上であるか、黒色であることが、好ましい。
【００５５】
また、前記実施例では、表示光の出射側が発光層が設けられている基板側であるトップエ
ミッション構造の素子を対象に説明したが、出射側が逆に色変換フィルタ部が形成されて
いる基板側であるボトムエミッション構造の素子についても、本発明は、同様に適用可能
である。
【００５６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る有機多色発光表示素子は、透明な支持基板上に、少な
くともパターン化された色変換フィルタ層が積層され、その上に平坦化層が形成され、前
記平坦化層の上にパッシベーション層が形成され、このパッシベーション層の上にパター
ン化された透明下部電極が形成され、この透明下部電極を覆うように有機発光層が積層さ
れ、この有機発光層の上に上部電極と封止部材とが形成されてなる有機多色発光表示素子
において、前記透明下部電極同士の間に第２のパッシベーション層が形成されていること
を特徴とする。
【００５７】
また、本発明に係る有機多色発光表示素子の製造方法の第１の構成は、透明な支持基板上
に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化し、その上に平坦
化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、このパッシベーション
層の上に透明下部電極層を積層するとともに該層をパターン化して透明電極を形成し、こ
の透明下部電極同士の間に第２のパッシベーション層を積層し、前記透明電極および第２
のパッシベーション層を覆うように有機発光層を積層し、この有機発光層の上に上部電極
と封止部材とを形成することを特徴とする。
【００５８】
また、本発明に係る有機多色発光表示素子の製造方法の第２の構成は、透明な支持基板上
に、少なくとも色変換フィルタ層を積層するとともに該層をパターン化し、その上に平坦
化層を形成し、前記平坦化層の上にパッシベーション層を形成し、このパッシベーション
層にパターン化した溝を形成し、この溝を埋めるようにして透明下部電極層を積層し、前
記透明下部電極および該電極間のパッシベーション層を覆うように有機発光層を積層し、
この有機発光層の上に上部電極と封止部材とを形成することを特徴とする。
【００５９】
したがって、本発明によれば、透明下部電極同士の間にも透明下部電極が持つパッシベー
ション特性と同等もしくはそれ以上のパッシベーション層が形成されているので、色変換
フィルター層からの水分などのダークスポット発生および成長原因物質が有機発光層に侵
入するのを大幅に抑制することができ、その結果、長期にわたって安定した発光特性を維
持する有機多色発光表示素子を実現し、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の有機多色発光表示素子の一例を示す概略断面構成図である。
【図２】本発明の有機多色発光表示素子の製造方法の一例を説明するための製造工程を示
す素子の概略断面構成図である。
【図３】本発明の有機多色発光表示素子の製造方法の他の一例を説明するための製造工程
を示す素子の概略断面構成図である。
【図４】図３の続きの工程を示す素子概略断面構成図である。
【図５】従来の有機多色発光表示素子の概略断面構成図である。
【符号の説明】
５１　透明な支持基板
５２（Ｒ，Ｇ，Ｂ）　色変換フィルター層
５３（Ｒ，Ｇ）　色変換層
５４　ブラックマスク
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５５　平坦化層
５６、５６ａ　第１のパッシベーション層
５７　透明下部電極
５８　有機ＥＬ発光層
５９　上部電極
６０　支持基板（封止部材）
７０，７０ａ　第２のパッシベーション層
８０，８１　フォトレジストマスク
８２　パターン溝

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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